
重要な情報及び個人情報の保護に関する覚書

　（定義）
[bookmark: _GoBack]第１条　川崎市住宅供給公社（以下「発注者」という。）と　　　　　　　　（以下「受注者」という。）とは、発注者が受注者に対し発注する　　　　　　業務（以下「本業務」という。）における重要な情報及び個人情報（第２条に掲げるものをいう。以下「重要な情報等」という。）の取扱いについて、次のとおり合意し、本覚書を締結する。
　（重要な情報等）
第２条　本覚書における重要な情報等とは、業務上知り得た機密情報をいう。
　（重要な情報等の取扱い）
第３条　受注者は、重要な情報等の保護の重要性を認識し、業務の実施に当たっては、発注者又は個人の権利利益を侵害することのないよう、重要な情報等の取扱いを適正に行わなければならない。
　（秘密の保持）
第４条　受注者は、業務に関して知り得た重要な情報等を他に漏らしてはならない。また、本業務が終了し、又は解除されたときも同様とする。
　（安全確保の措置）
第５条　受注者は、業務に関して取扱う重要な情報等について、漏えい、滅失及びき損の防止その他の適正な管理のための必要な措置を講じなければならない。
　（収集の制限）
第６条　受注者は、業務を処理するために重要な情報等を収集するときは、業務を処理するために必要な範囲内で、適正かつ公正な手段により収集しなければならない。
　（目的外利用及び第三者への提供の禁止）
第７条　受注者は、発注者の指示又は承諾があるときを除き、業務に関して知り得た重要な情報等を、本業務の目的外に利用し、又は第三者に提供してはならない。
　（複写又は複製の禁止）
第８条　受注者は、発注者の指示又は承諾があるときを除き、業務を行うため発注者から提供を受けた重要な情報等が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。
　（再委託等の制限）
第９条　受注者は、発注者の承諾があるときを除き、業務について、他に委託し、又は請け負わせてはならない。
　（資料等の返還等）
第１０条　受注者は、業務を行うため、発注者から提供を受け、又は受注者自らが収集し、若しくは作成した重要な情報等が記録された資料等は、当該業務終了後直ちに発注者に返還し、又は引渡さなければならない。
　（事故等の報告）
第１１条　受注者は、本特約条項に違反する事態が生じ、又は生じるおそれのあることを知ったときは、速やかに発注者に報告し、発注者の指示に従わなければならない。
　（管理状況の報告及び調査）
第１２条　受注者は、原則として毎年一回、また必要に応じて随時、発注者より重要な情報等の管理の状況について報告の指示を受けた場合は、速やかに必要事項を報告しなければならない。
２　発注者は、受注者が業務を行うに当たり、取り扱っている重要な情報等の管理の状況について、原則として毎年一回、また必要に応じて随時、調査することができ、受注者はそれに協力しなければならない。
　（違反に対する措置）
第１３条　発注者は、受注者が本覚書に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害賠償の請求をすることができる。
　（効力）
第１４条　本覚書の効力は、本業務の終了後も存続するものとする。　

　本覚書締結の証として本書２通を作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。


　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　発注者　川崎市川崎区砂子一丁目２番地４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市住宅供給公社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　理 事 長　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　受注者　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印



